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ほけんだより
自覚を持った行動で感染症対策

寒さが徐々に深まり、かぜ・インフルエンザや感染性胃腸炎など、感染症
への対策を本格的に始める時季になりました。今年は、マイコプラズマ肺炎
の流行も報道されています。まず、「うつらない」ための予防が第一ですが、
それでもかかってしまったときは、周囲の人に「うつさない」、流行を拡げ
ないための行動が求められます。

先月も「はしか」の感染についてお知らせしましたが、『あるコンサート
に訪れていた人が「はしか」にかかっていたことがわかり、集団感染のおそ
れがある』というニュースがありました。自覚症状が無い場合もありますが、
自分である程度わかっていながら「楽しみにしていたから」「その場にいれ
ば気にならない」などと考えて、人が集まるところに出かけることは絶対に
やめてほしいと思います。

「うつらない」も「うつさない」も難しいことをする必要はありませ
ん。うつらないための手洗い・うがいや食事・睡眠・運動、うつさない
ための 安静・休養やせきエチケット…これまでにも学んできた対策を
それぞれが自覚を持って実行していくことが大事なのです。

※ 体調不良で保健室に来る人が増えています。朝、登校する前にしっかりと自分の健康状態 を確認し、
体調が悪ければ保護者の方にきちんと相談して熱を測ってきて下さいね。

また、保護者の方と相談したことを保護者の方から学校に連絡をしてもらっ下さい。
「体調が悪ければ帰ってきたらいいと家の人が言ったから帰る」と訴える人が多いですが保健室に来たとき

の健康状態を見て判断しています。
無理をさせるつもりはありませんが、「しんどいから帰る」「調子が悪ければ帰ってきていいといわれた

から帰る」といわれても「はい、どうぞ」という判断はしていませんので注意して下さいね。

学校のトイレを“新３Ｋ”に ！

学校のトイレというと「きたない」「くさい」
「くらい」の頭文字をとった“３Ｋ”のイメージ
でしょうか？

これを是非、「かいてき」「きれい」「きくばり」
の“新３Ｋ”に変えてほしいと思います。
そのために、みなさんにはいつも右のことを心

がけてほしいと思います。


